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第1篇緒

 腫瘍特に悪性腫瘍に関する統計的観察は数多

みられる．然し広く耳鼻咽喉科領域に於ける腫

瘍全般に亘る統計は少い，殊に我が松田臨躰に

於てはまだ試みられていない．との時に当り我

々は松田教授の命により我が金沢大学医学部耳

鼻咽喉科単教室に於ける腫瘍全般に亘る統計学

的観察を行った．腫瘍の統計学的一資料となれ

ば幸甚と思う．術お本統計は病理組織学的診断

によるは勿論総べて臨林診断によるものであ

言

り，鼻茸，耳眞珠腫，術後性頬部嚢腫，蝦墓腫，

粉瘤腫等は雨性腫瘍ではないので本統計より

除外した．然し軍なる出嫌腺腫は潜性腫瘍の中

には入れられないが，ヒの患者が耳鼻咽喉科を

訪れること多く且統計学的にもいさ玉か興味が

あるので特にヒエに加えた．叉「yガ・フェ”

デ」氏病も病理組織学的に俺涛定説のないもの

であるが，本統計の中に入れ1た．

                第2篇統

 本統計的観察は金沢大學医学部耳鼻咽喉科臨駄に予

て昭和7年1月より昭和22年末（1932－1947）に至る

16ケ年闘の総：取扱い患着41258人中，悪性腫瘍患者339

計材 手

掌，良性腫：瘍患者194例，即ち腫蕩患者合計533例を統

計材料として用い，伺お必要に応じて他の著者の統計

を引用して参考に供した．

第3篇統 計

第丁章 腫瘍の総括的続計

 金大耳鼻科教室16ケ年間の全腫瘍総数は533

例あって全取扱患者数に対して，約し29％に相

当し，その内訳は

 悪性腫瘍患者339例

    全取扱患者数に対して   0．82％

    全腫瘍患者数に対して

良性腫瘍患者194例

    全取扱患者数に対して

    全腫瘍患者数に対して

である．

63．60％

O．47％

36．39％

これら腫瘍533例の発生頻度は第1表
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2 加納・波多野・坂井

第1表腫瘍の頻度・（533例）
  金大耳鼻咽喉科（1932 一 1947）
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の如く，悪性腫瘍では癌腫，良性腫瘍では腺腫

（甲状腺腫）が大多数を占め，次いで乳丁丁，線

維腫と順次少くix ’9，僅か数例のものもかなり

ある．

第2章 悪 性 腫 瘍

     第1節総括的統計
 悪性腫瘍は339例あって全腫瘍数の63．60％

を占め，その中癌腫296例，肉腫16例，内被細

胞腫i4例，悪性淋巴腫13例で癌腫は悪性腫蕩総

数の87．31％を占めておる．性別は癌腫では男

女のrk 4：1，肉腫では2：1で男子の方が多い

が，内被細胞腫，悪性淋巴腫では反対に女子の

方が僅かに多くなっている．今悪性腫瘍の耳鼻．

咽喉科領域に於ける発生部位と腫瘍の種類，性

別に分つ総括的統計を行えば第2表の如くであ

る．

     第2節 癌     腫

 悪性腫瘍の大多数を占める癌腫は296例，全

腫瘍数の55．53％，悪性腫瘍総数の87．31％に当

り男子238例，女子58例でその比は約4：1で

ある．

   第1項耳鼻咽喉科領域に於ける

    各器官の癌の発生頻度及順位

 癌の発生頻度を各器官別に例数の多い順にな

らべると第3表の如くであり，上顎，喉頭，食道，

舌，咽頭及扁桃腺は耳，鼻咽喉科領域に於ける癌

の好発部位である．殊に上顎及喉頭は夫々90例，

88例ありその差殆んどなく共に癌総数の30％内

外を占めてV・る．即ち耳鼻咽喉科領域に於ける

癌め3分の1は夫々上顎及喉頭に発生するとい

うdとが出來る。次に各器官の癌の発生頻度を

性別にみると何れの器官に於ても男子は女子よ

り遙かに多く，殊ua喉頭癌に於てはその差甚だ

しく男子は女子の約12倍にも相当している．

   第2項全身各器官と共に襯察せ

    る場合の耳鼻咽喉科領域各器

     官の癌の発生部度及順位

［ 2 ］
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第2表 悪性腫瘍の総括的統計 （339例）

   金大耳鼻咽喉秘（1932－1947）
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第3表 耳鼻咽喉科領域に於ける各器官の癌の発生頻度及順位（296癌）

      金大耳鼻咽喉秘（1932－1947）

順

位

工

2

3

4

5

6

7

8

9

工⑪

11

男 子

臓 器國％
喉    頭

上    顎

食    道

舌
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ロ    腔

外鼻及鼻1腔

頸    部

頗    部

耳    介

外 耳 道
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5

3

2

1

1
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9．7

7．7
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1．6
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0．3
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女 子
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9
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舌
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外鼻下鼻腔
頸    部
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耳    介
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－31
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6

3

2

1
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ユ2．8

10．4

7．7
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2．0

1．O

O．6
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0．3

 長与氏の43i教室8病院の臨沐各科総括統計表

（第4表）によってみるに食道，上顎，喉頭，二

等は上位に位し，口腔，咽頭は中位に，他の鼻

腔，頸部，頬部，耳介，外耳道等は下位に位し，

その順位も第4表と殆んど一一ikしている．唯食

道が最：上位にあるが，これは食道癌患者が耳鼻

咽喉科以外に内科，外科等を訪れるためと思わ

れる。

   第3項耳鼻咽喉科領域に於ける

   296癌の患部，性，年齢別統計

［ 3 ］
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99 4表 癌の臓器別頻度 （長与氏に依る）

  〔二二各科総括統計43教室，8病院〕
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8
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4．3

3．2

2．1

2．0

1．7

1．6
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 第5表の如く，罹患十三も高い年齢は男子で

は51～60歳の92例，次いで61～70歳の72例，41

～50歳の41例と順次減少している．然し女子に

於ては41｛’50歳の17例，61～70歳の16例，51～

60：歳の15例の如く殆んど差がない．即ち女子に

於ける最高罹患率を示す年齢は，41～7⑪歳に及

ぶ幅の広いものであるとV、うことがいえる。

（第6表参照〉

   第4項耳鼻咽喉科領域に於ける

      296癌の職業別統計

 296癌の簡軍な職業別統計を行えば第7表の

如くであり，農業一番多く次いで商業である．

然し來院患者中農商業者が一番多人数であるこ

とから考えれば当然の結果といわなければなら

ない．叉癌腫は本表の如く凡ゆる職業の者にみ

 られるが，表申僧侶7山中6名及弁護士の1名

はいすれも喉頭癌患者であり，斯く喉頭癌が声

帯を使用すること多きtれら職業の者に多いの

はその発生機転と思い合せ興味あるとと工思

 う．

   第5項 耳鼻咽喉科領域に於ける

    296癌の患部別主訴発現時よ

      り初診迄の期間の平均

 主訴発現時より当科受診迄の期間を以て癌腫

の進展速度を推察するに第8表の如く，

  6月以内のものは，外耳道癌，咽頭及扁桃腺

癌，頬部癌，口腔癌，外丁丁鼻腔癌であり，6

’月～1年のものは，上顎癌，喉頭癌，食道癌，

舌癌，1年以上のものは，耳介癌，頸部癌であ

 診，二二11．56月である。斯く大多数は1年以

［ 4 ］
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第7表 耳，鼻咽喉科領域に於ける

   296癌の職業別統計

  金大耳鼻咽喉秘（1932－1947）
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侶
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6 加納・波多野・坂井

第8表 耳鼻咽喉科領域に於ける296癌の患部別

   主訴発現時よゆ初診迄の二言の平均

     金大耳鼻咽喉秘（1932－1947）・

潔’
月  数

上顎癌

6．58

喉頭癌

9．15

食道癌

9．22

  遇頭及
舌癌漏桃腺
  1癌

9．99 1 3．27

ロ腔癌

4．95

外鼻及
鼻腔癌

5．25

頸部癌

69．3

頬部癌

4“5

耳介癌

15．0

雛i織
1．0 11．56

内であり癌腫の進展は極めて速かである．

然し各癌腫についての特別の意義は認められ

ない。

     第6項各患部癌統計

 （イ）上顎癌

 耳鼻咽喉科領域の癌腫中最も多く，9⑪例を占

め癌腫総数296例の30．4％に当る．

 性，年齢別にみると第9表の如く，年齢51～

60議に湿て罹患摩最も高く，最：少年齢男27歳，

女34歳，最：高年齢男75歳，女81歳，卒均年齢男

55．25歳，女4851歳，男女李均年齢53．13：歳，

男女の比221：1である．これを諸家の統計と

共にみると第10表の如く男子に断然多V・．

 患側別にみると第11表の如く，男女共に右の

  1

第9表性，年齢別

潔
男

女

2・一3⑪ P3・一4⑪41－5。5・一6・6・一7。7・一8・81以上

1

0

6

7

16

8

16

10

20

2

3

0

0

1

計

24 26

62

28

計 1 13 22 3 1 90

第1⑪表 性

＼＿   性  別
   x x．．．L71

 人  名 ＼＼

  宮    原

  久    保

  山    jil

  腰    野

  安    積

  山    ロ

土

山

飯

Ohngren

井

本

田

加納，波多野，坂井

男 （％）

27 （90．0）

107 （72．8）

58 （60．4）

33 （6e．O）

49 （59．6）

39 （57．3）

101 （54．e）

109 （68．1）

24 （72．7）

21 （56．7）

62 （68．8）

方が多い。又両側にみた例はない．諸家の統計

では，第12表の如くその差はまちまちで絶対的

のものではない。

職業別にみると第13表の通りである．

別

女 （％） 計

1⑪・⑪） 3⑪

272） 147

39・6） 96

40・0） 55

40・4） 82

42・7） 68

46・⑪） 187

3L9） ユ60

27・3） 33

43・3） 37

31・2） 90

嗜好的関係をみると第r4表の通りである．

 遺伝的関係

遺伝的関係のあるもの4例

遺伝的関係のないもの86例

［ 6 ］



我教室最近16ケ年關に於ける腫瘍の統計的観察 7

第11表患 側 第13表 職  業  別

’；謙

男

女

左

28

9

右

34

19

両側

e

o

計

62

28

計 37 53 o 90

第12表患側（諸家の統計〕

患  下

人  名    一一

 宮    原

 山    ロ

  Ohngren

 土    井

 山    本

 飯    田

加納，波多野，坂井

左

19

34

56

72

18

16

37

右

l1

32

50

88

13

21

」r3

両側

o

o

10

0

2

e

o

計

30

66

工16

160

33

37

90

∵÷型」男
農    一
二     二

丁     職

官吏及晶晶員
漁     旧

記  務  者

医     師

18

18

11

5

4

5

1

女

16

1

6

3

2

0

0

計

34

19

17

8

6

5

1

計 62 28 90

 占居部位（手術患者40例について）は第15表

の通りである．

 即ち骨欠損部を以て占居部位と推定したので

ある．今腫瘍進展し同時に2ケ所以上の骨欠損

部を有し何れが原発部位か不明のものを除き，

多菖14表  皿誓 好 貞勺 関 係

一  十  十｝  白

煙  草

@酒

65

U8

23

P9

23 o⑪

比較的原発部位明瞭と思われるものについてみ

るに歯槽突起型7例で一番多く，次いで鼻側

壁，及上顎の側，後，下，眼窩壁，犬歯窩並に

これらの移行部位であり，飾骨蜂窩型は一一X＄少

VN．

        ，

第15表占居部位（手術患者40例に就て）

骨欠損部 数 骨  欠  損  部 数 骨  欠  損  部

歯糟 突 起 7 後壁の大部分及眼窩壁 2

鼻  側  壁 4 側   後   下   壁 1

側    壁 2 犬  壷  窩 及 側 壁 1

側  後  壁 2 鼻側壁：函南 糟 突 起 1

後  下  壁 2 犬歯窩，眼窩壁，後壁，鼻側壁 1

犬歯窩及下壁 2 側壁，後壁，下壁，内 壁 1

側後壁，眼窩壁 3 鰯   骨   蜂   罵 1

側壁及眼窩壁 2 眼窩壁，後壁，側壁，籠骨蜂窩 1

一

犬歯窩，側壁，後壁，前上壁，内壁

犬歯窩，眼窩壁，後壁，内壁，三三突起

眼窩壁，後壁，廉骨蜂禦の眼窩壁

犬歯窩，眼窩側，外側壁
犬歯窩一二三突起
側  壁  及  前  上  壁

歯糟突起の大部分後壁及陥骨蜂案

数

  主訴の種類及初診迄の期間

 主訴の種：類は第16表の如く多種多様である

が，何れも大体に於て紐合せが異なるのみでそ

のもとエなるべきものは自らきまっている．そ

の申最も多いのは，頬部腫脹，鼻閉，鼻漏，血

二二漏，頬部二二，偏頭痛等である．次に自覚

1

1

1

1

1

1

1

一三発現より当科受診迄の期間は3ケ月，拠（

で2ケ月が圧倒的に多く他は遙かに少い．今ヒ

の期間を以て腫瘍の進展蓮度を推察すればこの

期間が短ければ短い程早期診断が徹底している

ということが丁丁る．

［ 7 ］



8 加納・波多野・坂井

第16表 主訴の種類及初診迄の期聞

》踊ヨ

頬部腫脹

サ鼻  閉

鼻  閉
鼻  漏

頬部腫脹
鼻漏鼻閉

鼻  漏

血液を混
ずる鼻漏

6

9

6

9

6

9

s

9

8

9

6

9

鑑閉偉

頬部落丁

鼻閉，鼻
出血

上顎洞炎
手術後の
頬部腫脹

鼻閉，itil

性鼻漏頬
部腫脹

鼻出門
頬部腫1脹

鼻閉，偏
頭痛

頭  甲
子  糸

竹ロi蓋腫
脹

頬部シピ
レ感鼻閉
士力障碍

頬部腫脹
眼球突出

鼻背腫脹

’6

9

6

9

6

9

6

9

6

9

6

9

6

9

6

9

s

9

6
9一

6

9

8

2

1

薯

ti

1

1

1

1

2

1

1

1

1：

雲

1

1

1

囲

cu

3

1

3

薯

噂

cu

21・

1

．1

1

1

1

1

1

1

薯

re
国

R
co

1

3

1

2

1

1

1

1

冒

ぜ

1

2

1

1

1

1

1

署

め

1

署

ゆ

1

1

L－L

1

1

1薯

卜

1

1

1

器 ま

1

1

萎一十

1

1

1fi

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

需

1

，一一vl h

「頃

1

o’一一’

一

li

不

明

3

1

2

計

14

r
15

4

5

4

4

9

8

2

2

3

5

1

3

1

14
12

1 3

0

2

0

2

0

2

0

IC

5

6

4i

3

2

2

2

1

 43

2

0

2

0

2

2

i1

o
1

一一一ｵ一・

o
  rL
 1

0

1
1

i［ 8 ）



我教室最近工6ケ年間に於ける腫瘍の統計的観察 9

頬部疹痛
牙関緊急

頬部シビ
レ感頭痛
ロ蓋痛

上歯痛感
閉，血性
鼻漏

頭  痛
頬部疹痛

歯齪腫脹
及痙痛

6

9

6

9

6

9

6

9

6

9

     
眼球突出1δ
鼻背圓劇♀

1

h

1

1

ユ

1

o

エ

0

1

ユ

o

1

0

1

2

0

0

1

1

i

1

1

2

1

計

主訴発生よ
り初診迄の
総李均月数

1一掴8131・6｛嬰7回r33i31旦13i・国416・i・1・1・i89⑪

                  6・58月

 （・）喉頭癌

 喉頭癌は88例あって上顎癌に次いで多く癌腫

の29．7％である．

 性，年齢別にみると第；17表の如く，年齢61～

70歳に於て罹患率最：も高く，次いで51～60歳で

ある．最：少年齢男35：歳，女42歳，最高年齢男79

：歳，女66歳，平均年齢男59．33歳，女57．42歳，

男女卒均年齢59．18歳，男女のt・k 11．6：1であり

第玉7表 性，年 齢 別
：’C

_奮齢
性別「＼

男

女

31N40 i tllN50

2

0

12

1

51r・v60

29

3

61N70

3Z

3

71・一一80

7

0

計

81

7

合 副2 13 32 34 7 88

他癌腫に比し甚だしく男子に多い．

  職業別にみると

 第18表の如くで他の癌腫の職業別統計と異な

り，僧侶，弁護士がみられる．その発生機転よ

り考え興味あるととx思う．

 嗜好的関係についてみるに，第！9表の如く，

他部位の癌腫では（柑）は全然みられなかった

が，喉頭癌では煙草，酒共に1例づ玉みられ，

且（什）も他癌より多い．即ち煙草，酒が他癌

に比し関係があるという；ことが出來る。

 遺伝的関係

   遺伝的関係なきもの  83例

第18表職業別
∵業∴三

農     業

官吏及寸歩員
商

無

檜

労  務

漁

医

弁  二

業

職

仁

者

業

師

士

23

17

12

11

6

6

3

2

工

女

2

0

3

1

e

o

l

o

o

計

25

17

15

12

6

6

4

2

1

計
8i i 7 88

［ 9 ］



le 加納・波多野・坂井

 遺伝的関係のあるもの  5例

占居部位

第19表嗜好的関係

一
十 珊

｝ 輔

? 草

@酒
44

T4

36

R0

骨73

『 一P1

 主訴の種類及初診迄の上聞．第21表の如く，

主訴では唖声，次いで疹痛が基をなしている．

 占居部位は，第20表の如く，声帯，仮声帯の

侵された内癌は外回に比し梢ζ多い．

第20表占居部位
＼  占居
 ＼＼＼部位内癌 外一

打及％＼

胆かに内外
共に侵され 不明
上れか不明

数％  34

R8．63

 3⑪

R2．96

 16

P8．18

 8

X．⑪9

又自覚症歌発現よ夢当科受診迄の期聞は1～2

ケ月が一番多く，次いでi年である．

第21表 主訴の種類及初診迄の北上

Nミ  月
＼ ← ←

主謙外別 営 8

1内 1

榎  声
外

内外 1

不明

頓声十

内外

嚥下痛 内外1

s明

榎声＋

内外
1

咽頭痛 内外

不明

内1

痩声＋

@呼吸困
外

難 内外

不明

暖声＋

@咽 頭

内外

腫脹感 内外

不明

頓声十
内

咽頭出 外

血嚥下

｢難
・内外

獲声＋
@咳漱喀

内外

癖 内外P不明  「

re1

3

3

1

1

］ 一1
1

1

類

cu

1

3

3

1

1

芝

◎う

1

類

ぐ

1

1

1

頃

1

1

類

¢

2

1

薯

卜

2

1

i

i（

署

co

2

1

1

到

一1

1

1

1

累 E
gl ：

2

1

1

1

     ．1，．．：hLh胃
十丁嘱陣
5

1

1

1 iF

1

い「

1

1

尉

1

農 31ii

四

1

不

明

4

1

計

28

6

1e

1

1

7

2

1

3

1

e

1

計

45

1

1

0

1

11

5

e

l

o

o

1

0

0

0

3

2

1

1

［ lg ］



我教室最近16ケ年簡に於ける腫瘍の統計的観察 11

頻声＋
 前頸部
 腫脹

内

外

内外

不明

咽頭痛

嚥下痛

喉頭痛

喘  鳴
呼吸困難

喉頭異物
感

嚥下困難
前頸部踵
瘍

内

外

内外

不明

内

外

内外

不明

内

外

内外

不明

内

外

内外

不明

内

外

内外

不明

内

外

内外

不明

2 ユ

1

1

王

il

ユ1

1

1

1

1

1

1

1‘U一

1

1

1

1

1

1

e

l

o

1

1

2

1

1

e

5

1

0

2t，

5

o！

ii

i！ 3

6i

o

el z

l

o

0

1

0

0

0

2

0

0

合

1

2

詞・回・2国2｛4｛7L7163｛・Nl 1！91一一e一］・13・12｝δ［6日88

圭訴発生よ
り初診迄の
総4s均月数

9・1明

 （ハ）食道癌

 食道癌は38例あり，上顎癌，喉頭癌に次いで

多く癌腫総数の12．8％である．

 性，年齢別にみると第；22表の如く，年齢51～

60歳に罹患率最も高く，次いで61～70歳であ

る．最少年齢男40歳，女44歳，最：高年齢男73歳，

女64：歳，：土均年齢男57．96歳，女5斗．44歳，男女

李均年齢57．13歳，男女の比は3，2：1である．

第22表  塗生， 年  齢  易IJ

墨」3・一4・

男

女

1

0

41N50

3

4

51，一v60 i 61N70

15，

1

8

4

12

71 ”v80

2

0

計

合 訓・ 7 ユ6 2

29

9

38

r 11 ］



12 加納・波多野・坂井

 職業別にみると

第23表の如く，特別なものはみられない．

遺伝的関係

 遺転的関係なきもの   36例

 遺伝的関係のあるもの  2例

嗜好的関係

第23表 職  業  別

如くなり，上部最も多く下部は極めて少い．

第25表占居部位

訳男

女

上部

11

， 6

申部 竃12 1 2

1 i O

4

2

合計1・7113｝2

＼匙別
＿壁 業＼＼

農

商N

業

業

官吏及会肚員
無     職

労  務  者

漁     i業

6

男

7

8

6

2

4

2

女

5

0

e．

tl

o

o

計

12

8

6

6

4

2

計 29 9 38

 第24表の如くであり，喉頭癌に次いで飲酒

家，喫煙家に多くみられる．斯くの如く食道癌

患者vaWt酒家，喫煙家の多いことは諸家の統計

と一一一iWexしてVOる．

 ヒれを諸家の統計と比較すると第26表の如

く，上部に多1．t”Nのは我々の統計と腰野の統計の

みであり，叉我々の統計の如く下部が最：も少い

のは他の統計ではみられない．恐らくと．れは食

道下部癌患者が内科，外科等を訪れることの方

が多いためではなv・かと思われる．

第；24表  U書…好 白墨 関 係

第26表 占居部位 （諸家の統計）

発表者

石

面

長

橋

木
一与

古閑，飯沼

腰

煙  草

 酒

2e

25

野
加納，波多
野，坂井

上部 中部

9

6

7

5

20

17

24

15

12

7

7

13

下部

18

4

11

5

10

2

不明 例数

5

6

6

56

25

30

23

3フ

38

十

ld 3

9

十壬  晋十

5

4

o

e

  占居部位

 癌腫占居部位観察上食道鏡下に上歯列より 20

糎迄，21～30糎，31糎以上と三大別し各上部，

中部，下部とすれば，その占居部位は第25表の

 男女別にみると第25表の如くである．食道上

部癌は男子に比較して断然女子に多いことは一

般の認むるところであるが，本統計では女子は

男子の約無数に過ぎなかった．

  主訴の種類及初診迄の期間

 第27表の如く1必発する無血である嚥下障碍

が最：も多く，次いで疹痛，唾液過多等である．

初診迄の期閻は6ケ月以内が％を占めている．

第27表 主訴の種類及初診迄の期間

累1Σ㌧」
c’一黷奄P 661 ；iF i’ ［］ii

Ti
li

2

1

1

1：

露

1

2
ゆ

鍔

里

1

類

卜

巨一

黒 国 E
co1 al 9

1

薯

： h
or

i ．一（

磁壁
1 1

1

不

明

2

2

豊

合計1

11
 181
7

gil 5

［ 12 ］



我教室最近16ケ年間に於ける腫瘍の統計的観察 13

咽頭痛

咽頭痛
嚥下困難

榎  声
嚥下困難

呼吸困難
頸部腫瘍
形成

6

9

6

9

s

9

6

9

囁食時     6
食遣部瘍
痛    ♀

咽頭狡窄
感乾燥慈
廣痒感

嚥下障碍

喉頭痛

s

9

6・

9

異物感i3
唾液過多1♀
    im’ pt

咽頭昼食 6
道膨満感 ♀

1

1

1

一i

一上一

1

ii

i

1

1

1

1

1

計

1

い

一L一

1

陣国・■一41512国2回・師1・1・1・1・1・【il・・i5「38

主訴発生日よ
り初診迄の総
牛蝿月数

 （二）舌  癌

舌癌は31例あり，癌腫総数の1α4％に相当す

る．

性，年齢別にみると第28表の通りである．40

9．22月

歳代，50歳代各10例あり，最高罹患率を示す．

最：少年二男27歳，女43歳，最高年齢男69歳，女

69歳，李均年齢男51歳，女54歳，男女土均年齢

51．77歳，男女の比は311である．

第28表  ’i生， 年  齢  分］］

謙
  年

性 別

  男

  女

2i N30 1 3i t・v40 1 4iNso i si N60 1 6iN70

2

e

2  1  6

0  1  4

合目七口2 10

9  1 4

1 E 3

計

10

23

8

7 1 31

  職業別にみると

 第29表の通りであ1） r特別のものはみられな

い．

  遺伝的関係

   遺伝的関係なきもの   29例

   遣伝的関係のあるもの  2例

  嗜好的関係

 第30表の如く，舌癌患者に特に喫煙者，飲酒

家が多いというような関係はみられない．

  占居部位

 第31表の如く，舌中聞部で右縁が過牛数を占

めてV、る．

［ 13 ］



14 加納・波多野坂井・

第29表  職    業    SFJ

  性 別

農    業

商    業

官吏及二十員

無    職

漁    業
労  務  者

  計

男

8

7

3

2

1

2

1 ，3 1

女 計

3 U
3 1⑪

1 4

1 3

0 1

0 2

8 13・

第30表 嗜好的関係

閣 十 甘 辮

煙  草 15

P8

13

P3

3⑪ 0⑪

第31表占居部位
＼部位 舌 尖 部 舌 中 間 部

翻＼表面陳面 右回1左縁【謄義

男

女

3

1

1

0

13

3

4

2

0

1

舌根部

2

1

計

i6 i 6

23

8

    一』］」い

主訴の種類及初診迄の期間          第32表の通りである．

          第32表 主訴の種類及初診迄の期間

1 3 31

舌潰蕩

舌速痛

看腫瘍

6

9

s

9

6

9

5T

咽頭痛
161i
19

嚥下痛

発語障碍
舌痛

舌痛及腫
脹

発語障碍
腫瘍

8

9

6

9

s

9

6

9

10T

了一

1

1

iMl p；．e

 1

1

1

1

1

，1 ，

11一 ±．
5

n，1il，1

1

1

  9110

1u

1

1 1

1

ユ

1

 1

1

11

1

2

1

iik J 12’1－1．II 13 J ls qT

  1” 1－」1

－il

T
1

1

1

；JM：

1

1

1

6

1

8

2

5

3

1

0

1

0

’b

1

1

0

1

0

7

1e

8

1

1

1

1

1

［ 14 ）
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発赤腫脹
6

9

計

1

1・1『312121 41・1qirw・12i・陣121・沖同i3・

o］i
！1一

主訴発生日よ
り初診迄の月
数総雫均

9．99月

 （ホ） 咽頭及扁桃腺癌            齢51～60歳に罹患傘最も高く，最：少年齢男42

咽頭及扁挑腺癌は23例あり，癌腫総数の7・7 歳女67歳最：高年齢男72歳，女75歳平均年

である．                 齢男56・8歳，京7⑪歳，男女平均年齢5851：歳，

 性，年齢別にみると第33表の如くであり，年 男女の比Yi 7：1である．

                第33表  ’i生， 年  齢  」冒可

ボ   一 男

女

41 一一v50

2

0

   ｝
51．v60 i 61t・v70

15

0

2

セ

ア1～8⑪

1

1

計

20

3

計 12 15 4 2 1 23

 職業別にみると

第34表の如く，特別なものはみられない・

    第34表 職  i業  別

嗜好的関係は第35表の通りである．

第35表嗜賂的関係

＼＼撃 別

職 業＼
農     業

商     業

官吏及会就員
無     職

男

12

4

3

1

女 計

ユ

2

0

0

計 20 3

13

6

3

1

23

遺伝的関係

 遺伝的関係なきもの   18例

 遺俵的関係のあるもの  5例

煙  草

 酒

15

17

十

8

5

0

1

柵

o

o

  占居部位

 第36表の如く，中咽頭玉8例で最：も多く，一上咽

頭は5例，下咽頭にはみられない．中咽頭で最

も多いのは口蓋扁桃腺及びその周囲である．扁

桃腺癌は4例みられ全部男子であるt

  主訴の種類及初診迄の旧聞・

第36表占居部位
＼哩位

性BY＼

上咽頭
中 蓼 頭

（鼻咽腔譲㍊騰垂前蟷

男     5

女     0

計

二期骸鱒騨後ロ翻
8（4） 1 5

0  1 2

後 壁
下咽頭

1

1

1

0

o

o

s ls（一 1 2

計

．t ．e

|
20

3

7 1 o 23

（ ） 内は口蓋扁桃腺のみのもの．

［ 15 ］



16 加納・波多野・坂井

 第37表の如く咽頭痛一番多く，その他多種多

檬である。初診迄の期間は6ケ月一が91％であ

る．

第37表 主訴の種類及初診迄の期闇

 ＼座右］
簸性5rドM11’鬼

咽頭痛

嚥下叢

咽頭異物
感

牙関緊急
硬内蓋潰
瘍

6

9

6

9

6

9

s

9

2

”’奄kP

2

上灘頭
痛

一嘗閉，鼻

出血，偏
頸骨

咽頭不快
感

61
9i

L－i－L

6

9 1

tr 1

1

下顎部踵
瘍

耳下部腫
脹

榎声，嚥
下痛汚い
鼻漏

6

9

s

9

6

9

6

ro

l
E

咽頭痛
嚥下園難

両側頸部
腫脹

1

6i
gli
s

9

     6
歯銀腫脹
     9

嚥下時下 ＄

顎部疹痛 ♀

嚥下障碍
咽頭異物
感

濃  瘍

”一 hL’

6

9

s

9

t
l

F

1

3 13．5

1 l

4 5 16

1

｝1

7 i8 ig

Ii

1

1

了

1

10 IJ
不

明

丁

「眉

1

1

1

’1

5

0

1

z

計

1

0

1

0

J

o

5

2

1

1

1

OIi
．1

iko

玉

  1
0

1

  1
0

1

0

0

1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

ユ

1

1

1

1

1

1

［ 16 ）



v．，我教室最近16ケ年聞に於ける腫瘍の統計的観察 17

腰声，一悪

臭の鼻漏
嚥下痛

咽頭腫脹
疹痛

s

9

＄

9

1

1

1

0

1

0

1

1

一．．”一tty． L”一“j！i－l11 ii

二三発生日よ
り初診迄の斗
酒均月数

15・回互31⑪阿・1・i・i・l123

3．27月

（へ） 口腔癌

口腔癌は13例あり，癌腫総数の4．3％に当る．

性，年齢別にみると第38表の如くであり，年

齢51～60歳，61～70歳各4例で罹患率最も高

く，最少年齢男30歳，女66：歳，最高年齢男68：歳，

女73歳，李均年齢男53．1歳，女695歳，男女準

第38表 性，年齢 別

＼、年齢

繭＼
男．

女

計

21N30

1

0

1

31 一v40

2

0

41 ．v50

1

0

51”v60

4

0

61N7e

3

1

71rN・80

e

1

計

11

2

2 1 4 4 1 13

均年齢55．61歳，男女の比55：1である．

  職業別にみると

 第39表の如く，特別のものはみられない．

  遺伝的関係

     第39表職 業 別

 遺伝的関係なきもの   11例

 遺伝的関係のあるもの  2例

嗜好的関係は第40表の通りである．

   第40表嗜好・的関係

て＼性  別

職  業＼＼

農     業

商     i業

官吏綿甲就員
無     職

漁     直

土     工

男

3

2

3

1

1

工

女

0

1

0

1

0

0

計

3

3

3

2

1

1

計 11 2 13

煙  草

 酒

9

エ⑪

十

4

3

o

e

o

o

  占居部位

 第41表の如く，硬口蓋一番多く46％を占めて

V・る．

 主訴の種類及初診迄の期闇

 第；42表の通りである。

第41表占居部位

潔
硬ロ三

男

女

5

工

軟ロ蓋

1

1

口腔底

2

0

頬嚢部
下顎歯
銀 部

1

0

2

0

計

11

2

計 6 2 2， 1 2 13

C 17 ］



lg 加納・波多野・坂井

第42表 主訴の種類及初診逡の期間

撃主 訴  別

1 2 3 41

516．5i 81、」3M【

不明

計

潰  瘍

硬山面痛

嚥下痛

咽頭痛

嚥下墨摺
流弾

ロ腔異物
感

硬ロ蓋腫
脹

硬ロi蓋：及

上歯齪腫
脹

開墾及嚥
下困難

6
￥，

1 1 l1

6
？

s

9

1

6

9

6

9

1

s

9

61
91

1

6

9

6

9

下顎二二
出血

6

9

1

1

1

3

0

0

1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

112
  0

1

0

1 il

  o

l jl

  e

3

1

1

1

1

1

駐

1

1

1

  計

主訴発生日よ
む初診迄の総
野党月数一

li12121ilil i “1 il i 13i li31

4．95月

（ト）鼻腔癌 鼻腔癌は6例あり，癌腫総数の2％に当る．

第43表鼻  腔  癌

名  前 輯［欄業1遺伝

笠○儀O郎

三〇 政○

西 ○ 作

山○ り○

森○ 短0

道○清○郎

66

59

69

62

39

52

s

6

8

9

6

s

な し

植木職

 農
ラヂオ
商
 農

 農

（一一）

（一）

（一）

（一）

（一一）

（一）

圭 訴

鼻

鼻

鼻

汁

鼻

鼻

側 腫

出

一

丁

閉

血

漏

血

閉

発 生 部 位

楓鼻

中

鼻

鼻

鼻

骨

右

下

鼻

申 鼻

道

下

腔

腔

腔

道

庄訴発
生より
初診迄

煙草 酒

 2M
O．5Ml 十

 5Ml 十

 1Jli 一一

10Ml ・H－

 2Ml 一

＋1一一一

十

十

第43表の通りである．

t 18 1



我数室最近16ケ年間に於ける瞳瘍の統計的観察 19

（チ）頸部癌

第44表頸 部 旧

名  前

西○ 訳○

法○ 了○

森   0

年齢

56

64

37

性別

6

6

s

糊遺伝
農 1（一）

憎 侶 （一）

 農  （一）
   t

主 訴

左頸部腫蕩
頸 部 腫 脹
耳介下部腫瘍潰瘍

発生部位藤誉徳
       i初診迄1

左側頸部淋巴腺

頸     部

右 耳 下 部

4M
2J

15 J

十

十

酒

十

（り）頬部癌

第45表頬  部  癌

名前［鞭幽職業翫

有O 豊0
l0喜○郎

42

U2

♂8 嶢万頭

ﾈ し1

（一）

i一）

訴

右脳下部腫脹

右頬部腫脹

発 生 部 位

右臼歯に対する頬粘膜

右頬 粘 膜

    1

騰薩摩
3M
6M

十

什

（ヌ）耳介癌

第46表耳  介  癌

名  前 年齢 性別 職 業 綱主訴
吉○ 清○ 52 δ 商 （一） 耳介内腫瘍

一

発 生 部 位

介  内

月 数

ユJ3M

煙草 酒

（ル） 外耳道癌

第47表  外  耳  道  癌

名  前

金○ 壽。

年齢

33

性別悪癖遺伝

6・

工 員 （一一）

主 訴

左  耳  痛

発 生 部 位

左 外 耳 蓮

月数：

IM

煙草 酒

     第5節肉    腫
 肉腫は癌腫に比べて甚だ少く，16例で全悪性

腫瘍の生71％に過ぎない。

  第1項耳鼻咽喉科領域に於ける肉腫

   （16例）の患部，性，年齢別統計

 第48表の如く，患部別にみると咽頭及扁桃

腺，頸部各4例で一番多く，次いで上顎4例，

口腔2例，鼻腔，下顎角及顎下腺，前頭部各1

例である．性別では，男子11例，女子5例で，

男女の比2．2：1である．年齢との関係は10歳代

と2⑪二代各4例で一番多く5⑪％を占めている．

     第2項職業別統計
 第49表の如く，特別のものはみられない．

     第3項  遺 伝 向勺 関 係

   遺伝的関係なきもの   15例

   門門的関係のあるもの  1例

     第4項嗜好的関係
                 も
 第50表の如く，喫煙者，歓酒家は非常に少い，

これは発生年齢がU～30歳に一番多いととにも

関係していると思われる．

［ 19 ］



20 加納・波多野・坂弁

第48表 耳鼻咽喉科領域に於ける肉腫（16例）の患部，性，年齢別統計

        金大耳鼻咽喉科（1932－1947）

原発臓器

1謙
  一
 O．vlO

・ 11，hv20

21．w30

31N40
41”v50

51 Av60

61，v70

71Avge

81以上

圭＿劉豊豊．十一・腔
．1女

200

1L

計男1

2

1 IR

IL

女・計男
1 H’1

2

1

2

1

ZL

IL

女 計

1

1

鼻 腔

男 女

頸  部

1

計1男

1

1

IL

IF

女1計

1

ユ

1

1

1

下顎角及

顎下腺

男 女

 前頭部
計勇1女劇男
  iAl Mj

年齢別肉
睡例総数

lo 1

1 1

1

3

2

1

1

2

1

穣
0

1

2

2

0

e

o

1

4

4

3

1

2

1

合計131⑪「3囹24LL遮虹⊥一5盛
O． Ostcosareom L． Lymphsarcom R． Reticu］osarcom F． Fibrosarcom

第49表  職    業    Sll

男

農     業
官吏及会就員学生、

商     業

労  務  者

無   wa 1

5

2

2

1

1

女

3

1

0

1

0

計

8

3

2

2

1

計
j ii 5 i i6

第50表嗜好的関係

煙  草： 14

14

十

1

2

1

0

柵

o

o

  第§項 主訴の種類及初診迄の期間

 主訴の種類は発生：部位によって異なるが，頬

部腫脹：，咽頭痛，頸部腫脹等が多い．（第51表

参照）

第51表 主訴の種類及初診迄の旧聞

＼撃
圭訴＼、脳

頬部腫膿

咽頭痛

頸部腫脹

榎 声
頸部腫脹

下顎角腫
脹

s

9

6

9

6・

9

6

9

s

9

5T 20T

2

1

IM 2

巨
i1

1

3．5 4

1

5 6 ［lo．or M

1

不

明

1

計

3

1

1

一I

l
li
！2

1 1 3

0

0

1

0

1

4

3

3

1

1

［ 2e ）
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咽頭異物
感    ♀

議球突盟1

難  聴

軟口蓋腫
脹

6

9

6

9

1

1 Ii
Io

1

0

1

1

1

1

1

  1
0

1

．o

計

1

1・図2い1・i2・1・い絹1・6
至訴発生日よ
り初診迄の総：

李均月数一

3．21月

 初診迄の期聞は殆んどが6ケ月以内で91％に     第1項 耳鼻咽喉科領域に於ける

及んでいる．                     内被細胞腫（14例）の患部，

     第4節内被細胞腫         性，年齢別統計
 内被細胞腫は14例で全悪性腫瘍の4．12％va過   第52表の如く，軟口蓋一番多く50％を占めて

ぎなV’．                    おり，男女略it同数なるも女性梢ζ多く，年齢

    第52表 耳鼻咽喉科領域に於ける二丁細胞腫（超例）の患：部，性，年齢別統計

                 金大耳鼻ロ因ロ侯科  （1932－1947）

原発臓器 軟ロ蓋

濃
衆ii

ii三ii

llZll

     
81以上1

硬口蓋

男

1

1

3

鰍男図計

t

ll 2

11 2

0i 3

i

エ 1

軟及硬
ロi蓋

I

l耳下豫部
J

男 女

ユ

鼻咽腔

二男因詔］男

1

ユ 1

一 計

1

11 1

1

1

上  顎
飾骨蜂案

隅田計

1 1 2

外耳道

男 女 計

1 1

患部耳恥こよる

各腫瘍合計

男

1

0

1

1

3

女

1

2

3

1

1

計

2

2

4

2

4

合計512171・■「・lil il・回・1中1剃・121・・1・1・LStlgtt

は40歳代と60歳代各4例で一番多い．

     第2項職業別統計
 第53表O通りである．

     第3項遺伝的関係
 遺俵的関係は全部の例に於て認めない．

     第4項嗜好的関係
 第5斗表の如く，喫煙者，飲酒家は極めて少い．

                     ［

第53表職 業 別

識t男
    く
商  業   3

農  業   3

無  職   0

合訓6

女

5

2

1

8

計

8

5

1

14

Zl ］
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第54表嗜好的関係

煙  草

 酒

一
十 什 柵

12

?Q

22 00 ⑪0

｝玉1

  第5項 主訴の種類及初診迄の期間

 第；55表の如く，発生部位により異なるが，・一

番多いのは腫瘍形成，次いで潰瘍，鼻出血等で

ある．初診迄の期間は6ケ月迄50％であり，総

李均は19．35月であり非常に長い．

第55表 主訴の種類及初診迄の期間

瀦1… 2M 5M 6M 1J 3J 4∫

3 1

潰  蕩
♀ ㌧
δ 1’1

一 『   ｝

@1
一  ｝      一

腫  瘍
♀ 1

一  『一    一 一 一    一 －  一 一  ｝  曜 一

硬口蓋腫
ｯ呼吸困

司
難 ♀1 1

鼻出血
3♀

8 些

耳下部腫 3 1 1

脹 ♀ 1 1

咽頭痛
♂

鼻  漏 ♀ 1

星

5J

1

1

    6・
藤下困難
    9

羅難「ポ

痛  2
不  HA ♂

    91 1

 l

il
     1

不

明

1

1

1

4

0

計

0

1

0

2

e

1

0

1

0

1

1

0

0

1

2

4

1

2

1

1

1

1

1

計 ｝2い｝3いP｝・い｝2！・｝
i i4

主訴i唖目よ
り初診迄の総
手函月数

19．3明

     第5節悪性淋巴腫
 悪性淋巴腫は13例で悪性腫瘍総数の3．83％に

当る．

   第1項 耳鼻咽喉科領域に於ける

    悪性淋巴腫（13例）の患部，

       性，年齢別統計

 第56表の如く，咽頭及扁桃腺一番多く5例，

頸部、4例，顎下腺2例，鼻腔，口腔各1例とな

っており，男女略々同数なるも女性re it多く，

年齢は41～50歳が一番多い．

     第2項職業別統計
第57表の如く，特別のものはみられない．

     第5項遺伝的関係
   遺伝的関係なきもの   12例

   遺伝的関係のあるもの  1例

     第4項嗜…餅的関係

［ 2Z ］
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第56表 耳鼻咽喉科領域に於ける悪性淋巴腫（13例）の患部，性，年齢別統計
        金大耳鼻咽喉科（エ932－1947）

原発臓器
咽

及扁桃腺
頭 頸 部 顎下腺 ・鼻 腔

＼性別＼ ＼

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

年齢＼
0～10 1
11～20 1 1 2

一

21～30

31陶40 1 1 ユ 1 1 1

41～50 1 1 1 1 2

51～6⑪ 1 1 1 1

61～70 1 1

71～80 1 1

81以上

合 計

＿  一          一 一 一   一←    一一        一 一一

い国512［2固2回2i・1・
一 一        一       一 一  『 一      一  ｝         一  一    一

1

第57老表i 職    業    ZIJ   ’

性別
男 女 計

職業
農  業 2 2 4

商  業 2 2 4

漁  i業 1 1 2

官  吏 1 ユ 2

無 、職 0 1 1

合訓 6／ 7i 13

  1・腔雇盤縢簸淋

  男女計男女計
    ｛

         1  1  2

    1     2  1  3

   1i 122 4
    i         1  1  2

    ｝  揚
            

    ｝ 1

・［『可・16「「・」

第58i表  il轡 好・自勺 関 係

煙  草

 酒

Z2

11

十

1

2

什

o

o

柵

o

o

第59表

       第58表の如く，殆んどが，煙草，酒を嗜まな

     tO者である．

        第5項主訴の’種類及初診迄の期間

主訴の種類及初診迄の期聞

 一

_〉丁数
@  性＼＼
?訴  別

10T 1M

子牛釧112｝
噸剰釧 ll
鼻閉剛 ｝■
愚才鼻i釧 lt
暴梱盟團 Il

一  ＿
?訣結?i

  ｝一

不明團 ll
合副■3i

主訴の発生目
謔ﾞ初診迄の
轟ﾟ均月数

2M

1

3M

1

4M

1

ユOM

 1

   1

1 1 2 1 1 1 1

      643月

  【詔 】

3J

レ

i
I

1
1

不

開

1

1

   1

   1

i13 1・

3
，4

1

e

e
l

o
1

1

0
a

o

o
1

計

17
11
ii
Il
Il
ll
い・

1 i，
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 第59表にみられる如

く，主訴では腫瘍が一

番多く，初診迄の期間

は4ヶ月UC 80％であ

る．

第5章 夏性腫瘍

 第1節総括的
   統計

 良性腫瘍は194例あ

って，全腫瘍数533例

の36．39％に当る。良

性腫瘍中甲歌腺腫最も

多く70例，次に乳嚇腫

56例。 竃泉：糸嚢腫19例， 血

管腫，血管線維腫各15

例の順に多く，他はす

っと少b． 〈第6⑪表参

照）

 第2節各腫瘍
  ・別統計

 第1項 甲歌腺腫

 良性腫瘍194例中，

甲歌腺腫70例で36．08

％に当る．性，年齢別

にみると第61表の如

く， 70例中63例迄カミ女

子で男子は残り僅か7

例である。との63例の

女子甲ナ伏腺について年

齢的関係をみると第62

表の如く思春期と更年

期に二つの山がみられ

る．とれは女子生殖機

能の変調と甲歌腺腫と

が密接な関係にあると

とを示すものと思われ

る．

 第2項乳嚇腫

1縮 測
副

頃鴇翻

�ｦ
麻

溢
瞳簗諺

転

螺

霊哩脚田

転 i

燵1疎 1

詫
二二
曹P廻麟 1 転

1

駅

粛一一｝
二二1聖魁車

属｝ 一

ﾊ1論 i一：ほ「一露ri F

軽笥1

爆睡 転 ｝ 一

1
駅「

一 丁      ゴ   一

溢「

転l I騨塑
ｲ 1劃倒

窯〔

駅

需 1
錯課

属

隠磐鐸繰越＝＝こ凶
et．一 IE！1 coc，1 cs， cri wt cu v） c｝s ou fl c） ，一一t ，一一1 ，一｛ ”

                 H

cu

cu

fi

目

一

勲

1

斜
一as

NL．．

些

饗
上

髭

量

（g）

盆
9
v

摯

E8

滋

tl

］ op

旦
鵠

轡
1で「

マ1＝
iOつ

「げ

1三
i－lll｝

i三

国

唇

烹

量

匿
［青

島

B・“

霧

cu

eq

円  甲→ 唄

円

＝1 ri

lk・t    一 図

ゆ

H     A

ri

源「t一’Lt

転1一一’t－ e

      a
    雨・m．co

o亀

rc

 響

  噂 o）

 噌・ N

cv） r一 eO

ri

趣「群「 ・・r一一，・・

ec

M

一

M

H
円 噸） （N ri Fd 同

一 F刈 N

一

望昨コ
憲「隊

㌔◎ ζ唾 Pt

k at es nt ff ri

割an
W scti” ve T一

富鵠ca 同v”「f

鍵疇一
1旺脚IE

黛
寸

1耳「

L二一

ヘロi輯
                 

墨L
1旦
1旦
II」工

＄

pt

論

円

＄

4N

遷T
肉

g
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讐

卜

繋

卜

奪

窃

＄
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胃
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第61表 甲駄腺腫の性，年齢別統計

 金大耳鼻咽喉耕（1932－ig47）

第62表，女子甲歌腺腫と年齢との関係

 金大耳：，鼻咽喉渥｝（1932一一1947）

訳男
 6Nlo 1

11，“一v15

16－v20

21－v25

26tN－30

31，w35

36Av40

41N45
46t－v50

51N55
56”v60

61．v65

66．一v70

71N75

2

2

2

1

女

2

8

16

10

7

3

1

3

3

6

2

ユ

1

計

2

10

16

10

7

3

3

5

4

6

2
工

。

工

合計「7「63f7・

駿

gg

12

1i；．

L2

婁

05エω5塾。25・・o・35岳G455。55・6・・65・7e・75・9。轍

 性，年齢別統計

 乳輪腫は甲ナ伏腺腫に次いで多く56例で，良性

腫瘍総数の28．86％を占め，性，年齢別にみる

と第63表の如く男子に多く女子の2．3倍である。

年齢的には若年者に多く20歳以下が58％を占め

てV・る．

第；63表 乳嚇腫の性，年齢別統計（56例）

   金大耳鼻咽喉科（1932一一1947）

Xt！iN?Bep 狽奄?唐奄撃?O’Ntio i ii・v2012irhv3013i一一w4014i・dwse l sit．v60 i 6i．w7017i”wso

男

女

5

5

19

4

3

1

1｝5（エ）

2 ！3（エ）

1

2

2（エ）

o

計

3ぽ）階

計｝・・ 23 4 3 8 3 213S 56
・  （ ） 内は硬性乳癌腫：

第64表 乳嚇腫の発生部三一性別
 金大耳鼻咽喉科（1932－1947）

＼性  別
園部『＼＿男

喉

頭

咽

頭

声    帯
仮  声  帯

全般に亘るもの

小   計

ロ 蓋  垂

前 口蓋弓
後 翠蓋弓
軟  ロ 蓋

硬  ロ 蓋

小   計

5

1

5

11

12

5

3

3

0

23

女

4

0

2

6

2

0

1

0

1

4

計

9

1

7

17

14

5

4

3

1

27

舌歯     搬

? ロ  唇

113

1   4

@2@⑪
@6

5319

鼻  醜  庭

H      i道

? 副

011 iOO 11ユ

 合  計139 17  56

 甕生部位

発生部位は第64表の如く咽頭27例で一番多

く，次いで喉頭の17例，舌及口腔の9例の順で

あり，咽頭に於ては口蓋垂，喉頭に於ては声帯

［ 25 ］
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が好・発部位である．

 尚お乳嚇腫56例中，硬性乳嚇腫が4例あり，

うち3例は高年の男子でいすれも喉頭に，他の

1例は女子で鼻前庭に発生している．この硬性

乳曙腫は臨躰的には悪性腫瘍と変りなく，叉容

易に癌腫に移行するものである．

     第3項線  維  腫

 総数19例で，良性腫瘍総：数の9．79％に当り，

患部，性，年齢別にみれば第65表の如く，男子

は女子の約4倍，年齢は11～20歳rc一一番多く，

第65表 耳鼻咽喉科領域に於ける線維腫の患部，性，年齢別統計 （19例）

          金大耳鼻咽喉科（1932－1947）

発螂三輪」 咽頭 鼻咽腔 上顎 舌 頬部 二部 耳介陳翻 年齢別線
ﾛ腫総計

講響計齢i
男婦男婦  i

男女計   男女     計      男女

p 計減紳 1男 女
P

計

0｛デ10

11・N・2e

21r．v30

31N40

41NsO
51rv6g

2

1

2

1

1 1

5

1

5

i12H2

21 12

1円

li il

di

円1
合副31・」311）・1・i6i・1612｝・12121・i31il・嗣・1・1・嗣⑪

  o
IIII 5

  3
  3
  3
  1
ili1 is

1

1

0

0

0

2

1

6

3

3

3

3

引19

患部は鼻咽腔，喉頭，舌，上顎の順でその他は

稀である．鼓で鼻咽腔線維腫についてみるに6
例共悉気男子で而も11～2⑪歳の者が殆んどで唯

1例21歳があるのみである．～これを他の統計と

比べてみると第66表の如くである．

 即ち殆んど男子に而も若年者にみられる．こ．

のことは男子生殖機能の成熱と鼻咽腔線維腫と

の聞に密接な関係があることを示すのではない

かと思われる．

 附声帯ボIJ一プ

 声帯ポリ“プは線維腫であることが多いので

附としてのべる．総数108例あり，性，・年齢別

にみると第67表の如く，男子の方稽ヒ多く，年

第66表鼻咽腔線維腫
  （各大学比較表）

慶大11ケ年

名大12ケ年

阪大10ケ年

金大16ケ年

総数

14

10

21

6

男

14

9

女

e

1

19 1 2

6iO

年齢及例数

2⑪歳i迄8例

20歳迄8例

20歳代13例
10歳迄8例

20歳迄5例
21歳 1例

齢的には31～50歳に多くなっており」好癸部位

は第68表の如く，左側は右側の約2倍でいすれ

も前施に最も多い．名古屋医大12ケ年間の統計

では左側34例，右側20例で，いすれも前1／3に多

第：67表 声幣ポリPプの性，年齢別統計（108例）

     金大耳鼻咽喉科（1932－1947）

＼年齢
性虜＼＼

男

女

   f
lrN20 1 21．一v30

1

2

10

10

31一．v40

21

9

計 3 20 3e

41N50

18

11

51N60

12

7

61N70

4

3

計

66

42

29 19 7 108

［ 26 ］
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第68表 声帯ポリープの性，

 好発部位別統計（108例）

金大耳鼻咽喉科（1932－1947）

  性  別

占居部位

右

側

男

前   方  2

前   ％  9

中   央  6

後   発  2

後   方  1

不   明  2

小  計  22

女

1

8

0

2

0

2

13

合  計

数1％
3

17

6

4

1

4

35

2．7

15．7

5nr

3．7

0．9

3．7

32．4

  前   方

  前   ｝含
左
  中   央

  後   ％

  後   方

側 不   明

  前ろ念及後％
 く
 1小 計

両

側

〔前

後

不

小

端

発

明

計

5

21

2

4

0

9

1

42

1

0

1

2

0

11

5

3

0

7

0

26

0

1

2

3

5

32

7

7

0

16

ユ

68

1

1

3

5

4．6

29．6

6．4

6．4

 0
14．8

0．9

62．9

0．9

0．9

2．7

4．6

くなってkり，我々の統計と大体L致してい

る．次に職業をみると，農業23，会杜員及官吏

22，僧侶及i教師，音聾家18，商業16，労務者15

となって：おり，檜侶，敏師，音樂家がかなり多

合 計166142i1・8i

いのは，その職業と関聯して興味あることであ

る．樹お本統計には所謂唱者結節，小見結節等

は加えなかつプこので，次に簡軍にヒれらの性，

年齢別統計を示せば，次の如くである．

第69表 唱者結節の性，年齢別統計

’＼一年 齢

   
性別［二＼

  男

  女

ltwlO

0

1

1 1 ，w2e

0

6

21t・．v30

3

4

31N40

2

0

41Avse

 1

 2

51，”v60

0

1

計

6

14

計 1 6 7 2 3 1 20

第70表 小見結節の性，年齢別統計

ば男

女

5NIO

2

0

11”v15

5

1

計

7

1

計 3 6 8

     第4項血  管  腫

 総数15例あり，患部，性，年齢別統計は第71

表の如くであり，男女幽く同数，患部は舌及口

腔，咽頭，鼻腔の順に少くなってきている．

                  it；1
     第5項血管線維腫
 所謂出血性鼻茸であって，総数15例あり，性，

年齢別統計は第72表の如く，男子は女子よりも

梢ヒ多v・．

     第8項 骨    腫

 例数少く僅か3例に過ぎない．’尚お外耳道骨増

殖が数例みられ允が，本統計には加えなかつ〕セ．

     第7項 脂  肪  腫

 第74表のme bである．

   第8項「リガ・フェーデ」氏病

 6例みられ，いすれも2歳で男女同数であ

る。（第72表参照）

     第3項皮膚様嚢腫
 3例みられ第76表の通りである．

     第10項淋巴管腫
 3例みられ第77表の通りである．

     第11項 紳  経  腫

 右前頭部蔓状棘経腫1例みられる．（第78表

参照）
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第71表 耳鼻咽喉科領域に於ける血管腫の患部，性，年齢別統計 （15例）

           金大耳鼻咽喉科（1932一一1947）

発生臆器

＼筆別

年齢＼
 o－vlo

 11・一v20

 21Av30

 31e－v4e

 41”v50

 51－v60

 61ev7e

咽  頭

男

2

1

1

女 計

2

1

1

舌：及口腔

馴女

1 2

1

1

計

3

1

1

合訓4団一4■4｝51

一丁及鼻腔i頸 部    1

耳  介
年齢別血
ﾇ腫総計

男 女
 1P男 1

女 計 男 女 計 男 女 群

111 ・1

11

11

1 1

202111 31211⑪ 514221

回3囹・ ・囹1 ⑪周7｛8 15

第72表 血管線維腫の性，年齢別統計（15例）

    金大耳鼻咽喉科（1932＿．1947）

謙 t     －    r m L

男

女

エ1～2⑪

1

0

21N3・O

1

3

3i”一v40 1 4it一一．」re

計 1 （ 4

2

1

3

0

1

1

51tNv60

3

1

4

61－v70

2

0

2

計

9

6

15

第73表 骨 腫

名  前 磯丁丁三主 発生部巨

岩○ スQ

早?長。

¥○美。子

441 農農無 「（一）i右鼻側部腫脹

i一） ロ内乾燥感嚥下痛

s明 前頸部腫膓

右 上 顎

E下顎三
ﾋ 頸 部

圭訴発
生よむ
初診迄

4M
2M

幼少の
頃より

煙草

十

二

十

第74表脂  肪  腫

名  前

清○栄O郎

高○政O門

内O 善O

年齢

40

63

61

性別 w業
6  無
δ 医 師

8  商

遺 伝

不 明

圭  訴

腫  瘤

腫  骨

腫  瘤

二一三二翻騨
     迄の期闘1

左頬部

右耳介
右耳後部

生 來

5M
2T

酒
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第75表「リガ・フ＝一デ」氏病

名  前

記〇嵐○二

割○ 貞O

野○ 和○

竹○ 修O

北 ○ 進

佐○ 篤○

年齢

2

2

2

2

2

2

性別

8

9

9

s

6

9

職 軍

記員族

建具商

質 業

 農

 農

 農

遺伝

不明

不明

主 訴

腫      脹

舌腫瘤形成
舌下面の厚い苔

舌下部腫脹
舌下部の腫瘤形成

腫      瘤

発生部位

舌下面

舌表面

陛下面

舌下面

舌下面

舌下面

局所状態

揖指頭大

揖指頭大

小指頭大

小指頭大

碗豆大
栂指頭大

品訴発
生より
初診迄

 2M

 2M

生來

 IW

4．5M

 2M

第76表皮膚様嚢腫

 名  前

山O きO
．畑○チ○コ

府○ 清0

陣購業
4⑪ ♀会肚員

3 ♀ 農

8 6 無

遺伝

不明

不明

（一）

訴

ロ腔底腫脹
ロ腔底腫脹言語
障碍
排     隈

発生部位

ロ  腔  底

ロ  腔  底

右外耳道入ロ部

局所状態

示指頭大

栂指頭大

碗盧大

主訴発
生より煙草
初診迄

3J
ユJ

生來

酒

名  前 年齢 性別

禧○ つ0

??公○

c○ちO子

60
X14

♀♀♀

業

 無

教員族

漁 業

第；77表淋巴管腫

遺 伝

癌（＋）

 無

不 明

主 訴

舌背腫脹
異常な舌苔

右頬部腫膿

発生部位

舌  尖

舌表面
右頬部

局所朕態

碗 豆 大
孚米粒大多数

禰漫性腫脹

主訴発
生よわ
初診迄

 5J

 3J

生來

煙草 酒

十

第78表帥経論
名  前

加○ 後○

年齢

27

性別

6

職業

無

遺伝 圭 訴

右眼上部腫脹

発生部位

右前頭部

駆血剣難
鍬腫．1

冊

漕

柵

第4篇結

 1．本統計的観察は金沢大学医学部耳鼻咽喉

科臨沐に於て昭和7年1月より昭和22年末（19

32一’一1947）に至る16ケ年聞に取扱つた患者総1数

41258人中に於ける腫瘍患者533例について行っ

たものである．そのうち悪性腫瘍は339例，良

性腫瘍は194例である．

 2．悪性腫瘍中，癌腫296例，肉腫16例，内被一

細胞腫14例，悪性淋巴腫13例で，癌腫は悪性三

論

瘍総数の87。31％を占めて胎る．男女の比は癌

腫は4：1，肉腫は2：1であるが，内被細胞腫

及悪性淋巴腫は男女田集同数である．

 3．癌腫を患部別にみると，上顎癌30．4％，

喉頭癌29．7％，即ち略it同数で癌腫の夫々施を

占めている．男子では喉頭癌，女子では上顎癌

が一番多い．食道癌は第3位である．次いで舌

癌，咽頭及扁桃腺癌，口腔癌等の順である．

［ 2g ］
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 4．これは全身臓器の癌腫発生頻度と大体一

致している．唯食道癌が第1位を占めている点

が異なるが，ヒれは食道癌患者が耳鼻咽喉科の

みならす内科，外科をも訪れるためと思われ

る．

 5．食道癌の占居部位は上部1／3thg第1位にな

っているが，諸家の剖槍統計では下部或は中部

糖が第1位である．eの差は耳鼻咽喉科を訪れ

る食道癌患者は比較的食道上部癌が多いπめと

思われる．

 6。癌腫と年齢との関係をみるに，51～60歳

が最高罹患率を示して：いる．然し女子に於て

は，40歳代，50歳代詠6⑪歳代は共に幽く同率で

ある．

 7．癌腫は凡ゆる職業の者にみられる．叉喉

頭癌患者では，佃侶，弁護士等人一倍声帯を使

用する者に多くみられた．

 8．癌腫患者で飲酒家，喫煙家の最：も多くみ

られたのは，喉頭癌患者である，次いで食道癌

患者．舌癌患者である．

 9．癌腫の遺伝負荷率は6．6％で從來の文献に

よる癌の負荷率の下位を占めている．

 10．良性腫瘍194例中，甲撒腺腫一番多く7⑪

例，次いで乳母腫56例，線維腫19例，血管腫及

血管線維腫各15例，「リガ・フェーデ」氏病6例，

骨腫，脂肪腫，皮膚様嚢腫，淋巴管腫各3例，

三期腫1例である．

 11．甲歌腺腫は殆んど女子に占められ，而も

思春期と更年期の者に多い．

 12．鼻咽腔線維腫6例は全部男子で，而も青

春期の者に多V、．

 15，声帯「ポリープ」の好発部位は左側声帯

で右側の約2倍で，而もいすれも前％に最も多

Vs．

 14．本統計的観察の結果は從來の文献にみら

れた諸氏の統計の結果と際一致している．

 稿を終るに臨み終始御懇篤な御指導と御校圏の労を

辱弓した恩師松田敢授に深甚な謝意を表する．
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